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無アクセント方言のイントネーション
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INTONATIONAL CHARACTERISTICS OF JAPANESE 
ACCENTLESS DIALECTS : A PILOT STUDY 

Kikuo MAEKAWA 

Institute; Tokyo 

A主主主工主主主 Intonational characteristics of two Japanese accentless 
dialects were examined. Both Fukui and Kumamoto are known to have 
no lex~cally sp~cified ton~ or accent. While accent is the main 
determinant of intonation in accent dialect, intonation of accent-
less dialects is determined mostly by phrasal. sentential and dis-
coursse factors. Fukui intonation has the component of declination. 
Contribution of Fukui phrase boundary LHL tones to the lowering of 
ov~rall pitch r~nge was examined, but no clear ~esu!t could ?e ob-
tained. The basic component of Kumamoto intonation is a continuous 
upward movement, starting from the beginning of a phrase and being 
reset by the existence of phrase boundary HL tones. The HL boundary 
tones of Kumamoto make no contribution to the lowering of overall 
pitch range. 
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調杏の性格
1 無アクセント方言の韻律をどうとらえるべきか

2 
2. 

言語構造のレベルとの関連でみた日本語イントネーション形状を決定する
要因の分布

｜方言による要因の範囲匿二国｜分析レベルi
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←→  統語構造
（モダリティ〉

←→  談話構造

＋－ーーーョ，語嚢レベル

統語レベル

L 

s 

談話レベルD 

+ 

無アクセント方言と有アクセント方言とを決定的に区別するのは Lレベル民ぺ
おける要因存在の有無。無アクセント方言におけるピッチ変動の要因は S・以」ノ
Pにもとめるのが妥当。

+ パラ言語情報‘ー－ー＿＿，惨その｛也p 

調吾票の内零

(a）疑問詞疑問文（Whquestion）と単純疑問文（Yes-noquestion）の比較
( b）左枝分れ構造と右枝分れ構造の比較
(c）有題文と無題文の比較
(d）疑問・応答文脈によるフォーカスの移動

2 2 

(b), (c）は統語構造の問題（ sレベ jレ）。（d）は談話の情報構造の問題（ Dレベ
ル）。（a）は S・Dともに関係する。今回は（a),(b), (c）を分析対象とした。



盈孟童

山形県山形市〈佐藤和之氏 35歳男性〉
茨城県目立市（川蝿秀之氏 34歳男性）
福井県福井市〈新田哲夫氏 33歳男性）
熊本県鹿本郡菊鹿町（平野明子氏 19歳女性）
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【熊本】 やはり左枝分れ名詞句中にはイントネーション句境界がなく、右枝
分れをふくむ名詞句には句境界が生じる。
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のは題自の有無そのものではなく、統語構造の差異であるとおもわれる。以下
の構造を比較。

［眠たくなる］］

［眠たくなる］］］

〔［［次郎が］［読むと］］

［［次郎は］ ［［飲むと］
A. 

（左／右枝分れ境界）

イントネーション形状の方言による斧異4 

ン句境界をしめす局所的。

逼韮五重

大平坦な基本イントネーション成分にイントネーショ
な上昇／下降パタン（ L H L音調）がくわわる。
大基本成分には時間の関数としてのゆるやかな低下（ declination ）がみとめ
られる。
大 LH L音調の左右で declinationよりもおおきなピヅチ低下が観察される
こともあるが、その効果は東京方言など有アクセント方言における downstep
ないし catathesisに比較するとはるかにちいさい。，
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窒量五霊

この方言に関してはまだ分析がすすんでいない。
女基本成分は平坦である。 declinationの存否は不明。イントネーション句
境界は下降（ HL音調）によってしめされる。
大HL音調の性質は熊本とちがっており、句境界末尾から 3モーラ自にHがリ
げされる o 0 

3 4. 

無アクセント方言イントネーションの韻律構造について

大福井、熊本、茨城、どの無アクセント方言においても、
する必要はない。 （これは当然。）
大イントネーション句境界を表示するためのノードは必要であるが、このノー
ドに関連して downsteplikeな句レベルでのピッチ低下機構がはたらくこと
はないようである。この種の低下機構の欠知が、無アクセント方言に関して従
来くりかえし指摘されてきた「まったいら」 「尻あがり」などの主観的印象を
もたらすのではないかと推測される。

アクセント句を認定

5 

【以下は茨城方言のピッチデータ】

-4-
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京断言のイントネーション

【以下の図で周波数軸は対数。イントネーション曲線上部に方言訳を記入。】
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茨城方言に翻訳した疑問詞疑問文「何がみえる？」

「何かみえる？」 〈右〉。

（左） と単純疑問文
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茨城方言に翻訳した疑問詞疑問文「誰がいる？」

「誰かいる？」 〈右〉。
（左）と単純疑問文
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茨城方言に翻訳した埋め込み疑問詞疑問文「公園に誰がいたかしりません」
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茨城方言に翻訳した埋め込み単純疑問文「公園に誰かいたかしりません」
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茨城方言に翻訳した「青い屋根の家がみえる」。／アオイヤネノウジ／
の部分は左枝分れ構造のみからなる。
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茨城方言に翻訳した「青い大きな家がみえる」。／アオイデガイウジ／
の部分に左枝分れ構造と右技分れ枯造の境界をふくむ。
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